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針の護取回に加減すべきことを表はすものです．
考慮してあります．此等はすべて10分ノ1秒を軍位にとりました・時計の歩み
が一定に近ければ近い程，0とCの値が近寄って來るのは言ふまでもないこ
とであります．
　抵，三際に0とCの差を作って見ますと，表にある通り，相當大きな値をと
るので，最高15秒，李均6秒置及びます．之は二三なクロノメIDレよりも此の
程度の時計を観測用に使ふことの多い吾々には，相當重大な問題だと思ひま
基準にとりました．比較の誤差は
10分ノ2－3秒位のものと思ひます・
期聞は8月27日から9，月10日まで㍉
12回の比較があります．この期円
内に於ける時計の李均の進みは毎
日21，78秒で，次表のCは之と，27
日午前11時に於ける秒針の李均補
正値＋111．3秒とから算出したも
のであります．0は實際の比較に
よる秒針の補iE値で，正負の符號
は夫々正しい時刻を得るために秒
　　　0の値には報時の修正値も
天界152 小さな時計の精度 47
す。殊に地方にでも居て，
正午の報時だけで二時を　lg
やってゆく揚合・夜間の
観測には當然可なりの誤27’
差が件ふのであります．
　　　　　　　　　　　26例へば，この表にある如
く，9月3日の正午に時計　。
　　　　　　　　　　　2S
比較を行って秒針の補正
値として一45・6秒を得，24、・
且その日の午後9時に掩
蔽の観測を行ったとしま
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す．そして翌4日の正午に再び比較を行って一70．1［秒を得た揚合，前夜9時に
評してこの二つから補正値を求めますと一54．8秒となります．然し事實は表
に見らるx通り一50．7秒であって，約4秒とv・ふ看過し難V・誤差となるのであ
ります．
　之等の誤差は何に基くかとV・ふと，概ね外界の温度に起因するものと思は
れます．圖に於て黒貼は0－C，白窯は1日の李均濃度（揖氏）であります．こ
の李均温度は官報に生りましたが，その代りに實際に時計の傍に置いた寒暖
計の示度を取ったならば，或はもっとよい結果を得たでせう．併し，兎に角筆
の圖からも小さな時計が如何に温度に恥して敏感であるかN“分ります．帥ち
ざっと1度につき5秒の攣化を起して居ます．さうしますと，時計の誤差を1秒
以内にするには時計の温度をO．2度まで正確に保たなければならないことにな
ります．
　その他の方法としては，精巧な時計を使ふこと，温度に封して補正をする
こと，多くの報時信號を受信すること等が考へられます．何れにせよ，私は
素人天文家諸氏が，少しはこれ等の事についても二心を持たれん事を希望い
たします．今度機會を得れば，もっと長V・期聞に亙り，もっと種々の時計に
就て調べて見やうと思って居ます．拙v・文で紙上を塞v・だ事をお詫びし，終り
に私は東亜天文協會観測部に，掩蔽課の誕生の1日も早からん事を熱望して居
る｝人であるζとを申上げて筆を欄きます・（東京市澁谷匝千駄谷町三丁目四九♪
